
朝
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碧
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大
師
へ
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性
ゾ
書
誌
銃
撃
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京
蔀
丈
耕
大
攣
麗
藏

　
朝
鯨
の
近
椴
史
に
於
て
、
一
大
異
親
を
呈
ぜ
ろ
は
、
宜
融
よ
り
仁
醍
に
至
る
の
間
動
南
ゆ
μ
我
が
豊
太
闘
酬
ぶ
叫

北
は
清
の
太
服
及
び
太
宗
よ
婿
9
交
々
駆
泊
を
蒙
り
て
、
國
歌
口
に
壇
ま
れ
ろ
の
秋
．
多
く
の
緬
徒
が
．
戎
衣

を
晋
け
て
國
難
に
赴
ミ
王
事
に
勤
め
・
し
事
な
り
ご
竃
患
ふ
に
、
近
世
朝
鮮
佛
教
の
雨
大
徳
敦
る
清
虚
浮
休

の
艸
び
に
臨
濟
の
正
風
を
宣
揚
し
て
、
多
数
の
門
下
を
提
纐
し
、
虐
げ
ら
れ
た
る
佛
敏
の
頽
勢
を
韓
同
ず
る
に

」
刀
め
・
し
は
b
…
貰
に
h
疋
時
に
あ
り
ロ
ー
偲
軍
の
事
、
亦
沈
ハ
範
勃
索
る
一
二
鼠
の
再
燃
に
外
な
ら
ざ
る
べ
こ
。
ロ
バ
浮
休
の

殿
時
徳
硲
山
の
巌
穴
に
隠
れ
て
爵
で
ざ
り
こ
は
、
清
客
が
松
雲
遮
英
の
徒
ご
戦
瘍
に
馳
驕
ぜ
る
に
似
ざ
る
も
、

誕
ヒ
星
に
碧
巖
あ
り
て
、
氣
骨
稜
々
膿
斗
の
旧
く
、
夙
．
」
松
雲
を
・
し
て
浮
休
の
法
嗣
野
人
を
得
六
る
を
賀
冠
こ

あ
六
り
。
彼
れ
は
仁
顧
の
時
、
其
徒
を
挙
る
イ
、
南
漢
山
城
を
築
斗
・
、
清
里
の
入
窟
ず
ろ
や
、
三
千
の
鱈
兵
を
募

り
て
降
芳
意
を
組
織
乙
、
自
ら
侮
大
品
ミ
π
り
て
報
効
を
詣
れ
り
り
仁
組
は
彼
れ
を
以
て
八
方
都
留
概
ミ
な
し

且
つ
大
里
師
號
を
賜
び
、
衣
鉢
を
授
け
、
邪
宗
は
彼
几
を
待
つ
に
師
糧
を
以
て
し
、
彼
n
の
住
ぜ
る
智
異
山
華

南
壽
の
格
を
藁
苞
て
七
宗
ゆ
大
伽
藍
．
ら
電
・
し
、
蒲
宗
0
蒔
庭
に
羅
数
南
宗
の
尺
伽
藍
と
な
ぜ
る
も
の
、
亜
ぴ
に
異

鮫
の
恩
聴
、
・
・
す
刃
彼
れ
晩
竿
日
本
に
優
ぜ
ん
ミ
ぜ
し
も
、
中
途
に
老
病
を
獲
て
僻
・
し
、
松
雲
を
し
て
躍
り
橡
姐
折

踊
の
名
を
嬬
さ
・
し
め
☆
る
三
二
む
．
へ
き
な
り
ρ
余
妥
夏
費
色
一
渓
華
言
の
二
大
刹
を
訪
う
て
、
親
し
く
碧
…
嚴
が
再
修

ぜ
る
終
盤
を
観
砿
に
華
嚴
労
に
於
て
は
、
住
持
陳
鍵
縢
師
よ
り
風
隠
寺
に
傳
ふ
る
訊
．
巌
の
澱
．
影
を
示
さ
れ
れ
叫
。

こ
れ
を
見
る
に
、
行
状
の
た
徳
媒
人
短
燵
、
録
象
影
野
、
顔
容
縛
美
、
三
十
九
歯
、
目
意
外
劔
、
入
皆
顧
若
ピ

い
へ
ろ
に
吻
．
へ
口
・
し
、
　
眞
に
｛
日
像
溢
の
上
乗
な
る
も
の
寸
」
す
。
乃
ち
止
ハ
営
営
を
巻
拙
自
に
牧
む
ρ
．
二
二
職
禰
〕
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